
高大連携教育フォーラムは、高校・大学間の連携・接続教育問題における
「国内動向の情報共有・事例研究と京都における取り組みの情報発信」を開催趣旨として実施しています。

高大連携教育フォーラム

これからの時代に求められる学力・能力とは？
－教育の目標を明確化するために－

これからの時代に求められる学力・能力とは？
－教育の目標を明確化するために－

2012年 12月７日（金） ９：30～ 17：00
キャンパスプラザ京都（京都駅前）

【第１部】基調講演・シンポジウム・ディスカッション／9:30～15:00　　　　　　　

【第２部】分科会／15:30～17:00　 情報交換会 兼 京都高大連携研究協議会発足
10周年記念レセプション／17:30～19:30

ディスカッション／13:30～15:00
シンポジウムのパネリストからの問題提起を受けて、参加者同士で意見交換
をしていただきます。各グループの詳細は大学コンソーシアム京都WEB
サイトをご覧ください。

平成20年の中教審答申の理念ないし趣旨と、それによる小・
中・高校の学習指導要領の改訂とを対比しながら、全学校段階
でめざされた理念を核にして、主に高校段階の改訂学習指導要
領の基本的特徴を明示し、合わせて大学との接続・連携に関連
する問題について、現時点における国の今後の施策の方向を概
略して述べ、シンポジウムのための情報提供とする。

第１分科会【表現技法】
第２分科会【数学】
第３分科会【英語】
第４分科会【理科】

シンポジウム／10:30～11:30

展開・まとめ／11:40～12:30

基調講演／9:40～10:30

京都府教育委員会／京都市教育委員会／京都府私立中学高等学校連合会
京都商工会議所／公益財団法人大学コンソーシアム京都

京都高大連携研究協議会 公益財団法人　大学コンソーシアム京都　高大連携事業部
〒600-8216   京都市下京区西洞院通塩小路下ル　キャンパスプラザ京都（月曜休館） 
E-mail：kodai@consortium.or.jp 　URL：http://www.consortium.or.jp/
TEL：075-353-9153（直）　TEL：075-353-9100（代表）　FAX：075-353-9101

【定員200名】

【定員30名】

お申込み方法は裏面をご覧ください。

主　催 お問い合わせ先  【火～土  9：00～17：00】

第10回

パネリスト

コーディネーター

Ａグループ【キャリア形成】　
テーマ：高大連携をふまえたキャリア形成教育

Ｂグループ【高大接続】　
テーマ：高大接続の新展開

リーガロイヤルホテル京都 ２階 愛宕の間

2,000円

60名（先着順・定員に達し次第、受付終了）

日　　時
会　　場

＊第2部の詳細は、裏面をご覧ください

テーマ：高大連携授業
　　　　「自己を表現することで強みを伸ばす」　 
テーマ：数学を活用して思考・判断・表現
　　　　する力をつける

テーマ：英語教育における効果的な
　　　　高大連携を考える

テーマ：SPPによる高大連携講座の実践
　　　　～高校生や大学生TAが体験し考えたこと～

会　場

参加費

定　員

 報告者（提案者）
遠山 秀史 氏
京都府教育委員会高校教育課指導主事

 報告者
鈴木　誠 氏
北海道大学 高等教育推進機構・高等教育研究部／大学院 理学院 教授

笠谷 卓生 氏
近畿高等学校進路指導連絡協議会事務局長／京都府立鴨沂高等学校進路指導部長

椋本　洋 氏
大学コンソーシアム京都高大連携推進室／立命館大学 理工学部 講師

今村　亮 氏
特定非営利活動法人 NPOカタリバ カタリ場事業部 事業部長

内村　浩 氏

 コーディネーター
山本 以和子 氏
大学コンソーシアム京都高大連携推進室／京都工芸繊維大学 アドミッションセンター 准教授

 ファシリテーター
筒井 洋一 氏
大学コンソーシアム京都高大連携推進室／京都精華大学 人文学部 教授

 コーディネーター
中村 博幸 氏
大学コンソーシアム京都高大連携推進室／京都文教大学 臨床心理学部 教授
浜畑 芳紀 氏
大学コンソーシアム京都高大連携推進室／立命館大学 教育開発推進機構 教授

講演者

京都高大連携研究協議会運営委員長／京都外大西高等学校 校長

大学コンソーシアム京都高大連携推進室長／京都工芸繊維大学 アドミッションセンター 教授内村　浩 氏趣旨説明
北村　聡 氏開会挨拶

テーマ：中教審答申の理念と新学習指導要領

安彦 忠彦 氏　神奈川大学特別招聘教授／名古屋大学名誉教授



申込方法（先着順）

【第 2部】

参加費

手　順

申込み手続き完了後は、参加分科会の変更はできませんので
ご注意ください。
①上記URL、もしくは「公益財団法人 大学コンソーシアム京都」
WEBサイトの「第10回高大連携教育フォーラム」のバナー
から、「メールアドレス確認フォーム」にアクセスし、メール
アドレスを入力・送信してください。
②送信いただいたメールアドレスに「参加申込フォーム」の
URLをお送りします。
③記載のURLにアクセスし、画面の指示に従って申込み手続
きを行ってください。

※「参加申込みフォーム」のURLの通知メールが届かない場合は、メール
アドレス誤入力等の可能性がございます。その場合はお手数ですが
「メールアドレス確認フォーム」にメールアドレスを再入力・再送信してく
ださい。
※申込手続き完了後に「申込完了メール」を送信します。翌日になっても
申込完了メールが届かない場合は、ご面倒ですが大学コンソーシアム
京都までお問い合わせください。

大学コンソーシアム京都WEBサイトからお申込みく
ださい。先着順となります。
URL：https://event.consortium.or.jp/kodai10/

申込期間

10月９日（火）12：00～11月22日（木）

京都府内の高等学校・大学関係者………………1,000円
上記以外の方（京都府内の企業参加者含む）……2,000円

定　　員

第１部／基調講演・シンポジウム 200名
 ディスカッションA･B 各100名
第２部／分科会 各30名 
情報交換会／60名

会場までのアクセス

これまで本分科会では、広い意味での表現力の育成について、教科・専門にとらわれない
高校・大学教員の報告を中心に展開してきた。
本年は、それをさらに前進させるために、発表者である高校教員と大学教員が共同で高校
の授業を企画し、それを素材にして、参加者同士でよりよい問題解決を図る。
事例としては、神戸国際大学附属高校２年生（アスリート中心）のホームルームを取り上
げる。生徒は、四コママンガで活動歴をビジュアル化し、それを第三者にプレゼンテーショ
ンするものである。
分科会参加者には、アスリートにとらわれるのではなく、むしろ生徒一般が自身の強みを
どのように表現すればいいのかについて考えてもらう機会となる予定である。

テーマ：
　高大連携授業「自己を表現することで強みを伸ばす」

第1分科会【表現技法】　

コーディネーター兼報告者１：
　筒井  洋一 氏（大学コンソーシアム京都高大連携推進室／京都精華大学教授）
報告者２：
　大木  誠一 氏（神戸国際大学附属高等学校 教諭）

報告者１：
　松浦  清恵 氏（京都市立堀川高等学校 教諭）
報告者２：
　川添　充 氏（大阪府立大学 高等教育推進機構 教授）
コーディネーター：
　古池  強志 氏（京都市教育委員会 指導部 学校指導課 指導主事）
さまざまな課題の解決にむけて、数学を積極的に活用して思考・判断・表現する力を身に
付けることは、現代社会を生き抜いて行く上でも重要なこととされている。
そのような能力や態度を養うことを目標の一つに揚げている高等学校新学習指導要領のも
とでの高等学校現場の取組や課題、また、数学を思考ツールとして用いる力を身につける
ための大学での授業実践などを報告し、発達段階を考慮した数学での言語活動の充実、数
学を積極的に活用して数学的論拠に基づいて判断する態度の育成、そしてその視点から高
大連携の可能性などについて考える。

テーマ：
　数学を活用して思考・判断・表現する力をつける

第2分科会【数　　学】　

立命館宇治中学校・高等学校では、生徒の英語力や教員の指導力の伸長を目的として立
命館大学の様々な学部と連携している。例えば、教育開発推進機構と協同して、よりコミュ
ニカティブな文法指導を目的とした教材（問題集）の開発や、英語教育をより効果的に
行うために不可欠である Can do list の作成を行った。また、文学部と連携して、本校
英語教員の指導技術の向上を目的とした研究授業を実施したり、英語教員志望の大学生
をインターンシップ生として本校で受け入れ、学生の英語指導技術向上につながるよう
指導を行ったりした。分科会ではこのような高大連携の具体例を紹介させていただき、
より効果的で実りある高大連携の在り方について議論を深めたい。

テーマ：
　英語教育における効果的な高大連携を考える

第3分科会【英　　語】　

京都府立莵道高等学校は、平成19年度（2007年度）から文部科学省のSPP（サイエ
ンス・パートナーシップ・プロジェクト）を活用して、京都工芸繊維大学の老田准教授
との高大連携講座を実施している。テーマは「水表面の不思議（表面張力のしくみや界
面活性剤の働き）」で、普通科理系２年生対象の３回連続講座。１回目は大学研究室で
の実験、２回目は高校実験室での実験、３回目はその実験内容と結果と考察を班ごとに
まとめて発表・質疑応答を行う。３回の講座の中で高校生が体験したこと、大学生が体
験したこと、その体験を通して高校生や大学生や教員が何に気付いてどのような成長が
あったかについても報告を行う。

テーマ：
　SPPによる高大連携講座の実践 ～高校生や大学生TAが体験し考えたこと～

第4分科会【理　　科】　

報告者１：
　谷口  謙作 氏（京都府立莵道高等学校 教諭）
報告者２：
　京都工芸繊維大学　大学院  工芸科学研究科生2名
コーディネーター：
　遠山  秀史 氏（京都府教育委員会 高校教育課 指導主事）
　　　　　　　

報告者１：
　東谷  保裕 氏（立命館宇治高等学校 教頭（国際教育担当））
報告者２：
　山岡  憲史 氏（立命館大学 教育開発推進機構 教授）
コーディネーター：
　今川  佳紀 氏（立命館宇治高等学校 外国語科主任）
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Ｎ

分科会／15:30～17:00　

※第1部は全ての参加を原則としますが、
　午前のみ、あるいは午後のみの参加も可能とします。

※当日受付にてお支払いください。
※情報交換会に参加される場合、参加費（2,000円）が別途必要となります。


